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別添1 事後調査計画等の進捗状況 

１. 事業の概要 
(1) 事業の名称：ごみ中間処理施設整備事業 

(2) 事業者：厚木愛甲環境施設組合 

(3) 対象事業の種類：廃棄物処理施設の建設（１） 

(4) 対象事業の位置：神奈川県厚木市金田 1610 番地１ほか注） 

注）地番の合筆に伴い、予測評価書に記載の表記（神奈川県厚木市金田 1611-イ-1 ほか）から変更 

 

２. 実施区域の位置 
実施区域の位置は図 1-2-1(1)～(2)、範囲は図 1-2-2 に示すとおりである。 

実施区域は神奈川県厚木市金田 1610 番地 1ほかに位置する約 5.5ha の範囲であり、その南側

には厚木市環境センター（現施設）が立地している。 

実施区域の位置する厚木市は、神奈川県の中央に位置し、西は大山を境に秦野市、西から北

にかけて愛甲郡清川村、愛甲郡愛川町に、北から東にかけては相模川をはさみ相模原市、座間

市、海老名市、高座郡寒川町に、また南は平塚市、伊勢原市と 6市 2町 1村に接している。 

市域は東西 13.76 キロメートル、南北 14.71 キロメートルの扇形に近い形で、令和 6年 10月

1 日現在で面積 93.83 平方キロメートル(出典：令和 6 年全国都道府県市区町村別面積調)を有

している。 

 

図 1-2-1(1) 実施区域の位置 
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図 1-2-1(2) 実施区域の位置 
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図 1-2-2 実施区域の範囲 

厚木市環境センター（現施設） 
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３. 事後調査項目 
事後調査を実施する必要のある項目の選定は、表 1-3-1(1)～(2)に示すとおりである。 

なお、項目の選定については、「ごみ中間処理施設整備事業 環境影響予測評価書」（令和元年

9 月 厚木市）（以下、「予測評価書」という。）において、「別添 5-2 環境影響予測評価」の結

果を基に、「別添 5-4 事後調査の計画」として記載した内容と同様である。 

表 1-3-1(1) 事後調査項目の選定及び事後調査を実施しない理由 
区分 工事中 供用時 

事後調査項目の選定又は非選定の理由 

環境影響要因の区分 

 

 

 

 

 

評価項目     評価細目 

造
成
工
事
等 

建
設
機
械
の
稼
働 

工
事
用
車
両
の
走
行 

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在 

施
設
の
稼
働 

関
係
車
両
の
走
行 

大気汚染 

二酸化硫黄 － － － － ○ － ・工事中については、詳細な工事計画は

今後検討することから、アに該当する

ため事後調査項目として選定する。 

・施設の稼働は、下記ア、イ、ウに該当

しないが、住民の関心が特に高いため、

事後調査項目として選定する。 

・関係車両の走行は、下記ア、イ、ウに

該当しないため、事後調査項目として

選定しない。 

浮遊粒子状物質 － ○ ○ － ○ × 

二酸化窒素  ○ ○ － ○ × 

ダイオキシン類 － － － － ○ － 

塩化水素 － － － － ○ － 

重金属類  － － － ○ － 

粉じん ○ ○ ○ － － － 

水質汚濁 

浮遊物質量 ○ － － － － － 

・浮遊物質量は、予測の不確実性及び環

境保全対策等の実施効果を確認する必

要があることから、ウに該当するため

事後調査項目として選定する。 

・水素イオン濃度は、下記ア、イ、ウに

該当しないため、事後調査項目として

選定しない。 

水素イオン濃度 × － － － － － 

土壌汚染 土壌汚染 － － － － ○ － 

・下記ア、イ、ウに該当しないが、住民

の関心が特に高いため、事後調査項目

として選定する。 

騒音・ 

低周波音 

騒音 － ○ ○ － ○ × 
・工事中については、詳細な工事計画は

今後検討することから、アに該当する

ため事後調査項目として選定する。 

・関係車両の走行は、下記ア、イ、ウに

該当しないため、事後調査項目として

選定しない。 

低周波音 － － － － ○ － 

振動 振動 － ○ ○ － ○ × 

地盤沈下 地盤沈下 ○ － － － － － 

・予測の不確実性及び環境保全対策等の

実施効果を確認する必要があることか

ら、事後調査項目として選定する。 

悪臭 悪臭 － － － － ○ － 

・下記ア、イ、ウに該当しないが、住民

の関心が特に高いため、事後調査項目

として選定する。 

注）○：事後調査を実施する項目、×：事後調査を実施しない項目、－：予測評価を実施していない項目 

  なお、表中の「事後調査項目の選定又は非選定の理由」欄におけるア、イ、ウは以下のとおりである。 

  ア：予測の精度が十分ではなく、検証を要するもの。 

  イ：効果が出現するのに時間を要するか又は効果に係る知見が不十分な環境保全対策を講ずるもの。 

  ウ：将来において周辺状況に変化が生じること等が予想され、事後調査の結果に基づく環境保全対策の修正等があら

かじめ見込まれるもの。 
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表 1-3-1(2) 事後調査項目の選定及び事後調査を実施しない理由 

区分 工事中 供用時 

事後調査項目の選定又は非選定の理由 

環境影響要因の区分 

 

 

 

 

 

評価項目     評価細目 

造
成
工
事
等 

建
設
機
械
の
稼
働 

工
事
用
車
両
の
走
行 

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在 

施
設
の
稼
働 

関
係
車
両
の
走
行 

廃棄物・ 

発生土 

廃棄物 ○ － － － × － 

・工事中については、詳細な工事計画は

今後検討することから、アに該当する

ため事後調査項目として選定する。 

・供用時の施設の稼働については、下記

ア、イ、ウに該当しないため、事後調

査項目として選定しない。 
発生土 ○ － － － － － 

電波障害 ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ電波障害 － － － × － － 
・下記ア、イ、ウに該当しないため、事

後調査項目として選定しない。 

日照阻害 日照阻害 － － － × － － 
・下記ア、イ、ウに該当しないため、事

後調査項目として選定しない。 

水象 地下水 ○ － － － － － 

・予測の不確実性及び環境保全対策等の

実施効果を確認する必要があることか

ら、事後調査項目として選定する。 

植物・ 

動物・ 

生態系 

植物 － － － × － － ・植物、動物、水生生物は、下記ア、イ、

ウに該当しないため、事後調査項目と

して選定しない。 

・生態系は、下記ア、イ、ウに該当しな

いが、住民の関心が特に高いため、事

後調査項目として選定する。 

動物 － × × × × × 

水生生物 × － － － － － 

生態系 × × × ○ × × 

景観 景観 － － － × － － 
・下記ア、イ、ウに該当しないため、事

後調査項目として選定しない。 

レクリエーシ

ョン資源 

レクリエーション

資源 
－ － ○ － × × 

・工事中については、詳細な工事計画は

今後検討することから、アに該当する

ため事後調査項目として選定する。 

・供用時については、下記ア、イ、ウに

該当しないため、事後調査項目として

選定しない。 

温室効果ガス 温室効果ガス － ○ ○ － × × 

・工事中については、詳細な工事計画は

今後検討することから、アに該当する

ため事後調査項目として選定する。 

・供用時については、下記ア、イ、ウに

該当しないため、事後調査項目として

選定しない。 

安全 

危険物等 － － － － × － 
・下記ア、イ、ウに該当しないため、事

後調査項目として選定しない。 

交通 － － ○ － － × 

・工事中については、詳細な工事計画は

今後検討することから、アに該当する

ため事後調査項目として選定する。 

・供用時については、下記ア、イ、ウに

該当しないため、事後調査項目として

選定しない。 

注）○：事後調査を実施する項目、×：事後調査を実施しない項目、－：予測評価を実施していない項目 

  なお、表中の「事後調査項目の選定又は非選定の理由」欄におけるア、イ、ウは以下のとおりである。 

  ア：予測の精度が十分ではなく、検証を要するもの。 

  イ：効果が出現するのに時間を要するか又は効果に係る知見が不十分な環境保全対策を講ずるもの。 

  ウ：将来において周辺状況に変化が生じること等が予想され、事後調査の結果に基づく環境保全対策の修正等があら

かじめ見込まれるもの。 
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４. 事後調査計画等の進捗状況 

(1) 対象事業の進捗状況 

対象事業の進捗状況は表 1-4-1 に示すとおり、令和 4 年 1 月に着手し、令和 7 年 3 月現在、

施設本体工事及び緑地工事を実施している。なお、本事業の完成イメージ図は図 1-4-1 に、令

和 5年度末～令和 6年度末にかけての進捗状況図は図 1-4-2(1)～(2)に示すとおりである。 

 

表 1-4-1 対象事業の進捗状況 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

計画　　　　　　実績

2025（R7）年度

造成工事

施設本体工事

調整池工事

工種

試運転

緑地工事

調整池工事

外周市道工事

2024（R6）年度

工種
2021（R3）年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度

造成工事

施設本体工事

試運転

緑地工事

外周市道工事

 

 

 

厚木市環境センター

施設エリア

緑地のエリア

ごみ中間処理施設

完成イメージ

煙突高さ80m

施設本体 地上６階建て

 

図 1-4-1 対象事業の完成イメージ図 

令和 7 年 3 月現在、 

施設本体工事及び緑地工事を実施中 
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造成（緑地のエリア盛土）工事（完了）

令和５年度末 施工状況

外周市道工事（完了）

外周市道工事（完了）

施設本体工事

・鉄骨、躯体工事：地上２階まで完了

・煙突外筒工事：高さ約60mまで完了

 

図 1-4-2(1) 対象事業の進捗状況（令和 5年度末の施工状況） 

 

緑地工事（令和７年度継続）

・管理棟建設：完了

・トイレ棟建設：完了

・植栽工事：継続中

外周市道（歩道）工事（完了）

外周市道（交差点）工事：令和７年度継続中

調整池工事（完了）

施設本体工事（令和７年度継続）

・仕上げ工事：継続中

・ランプウェイ工事：完了

・煙突外筒工事：完了

令和６年度末 施工状況

 

図 1-4-2(2) 対象事業の進捗状況（令和 6年度末の施工状況） 



- 8 – 

 

(2) 事後調査計画の進捗状況 

予測評価書に示した事後調査計画に基づき、表 1-4-2 に示す工事中における事後調査計画及

び表 1-4-3 に示す供用時における事後調査計画を実施する。また、事後調査の調査項目につい

て、適宜、予測評価書に記載した環境保全対策を実施する。 

なお、事後調査の実施時期については、「ごみ中間処理施設整備事業 環境影響予測評価書変

更届出書」（令和 3 年 12 月 厚木愛甲環境施設組合）により、事業の進捗に合わせ、予測評価

書から変更を行っている。 

本報告書で報告する各項目の調査期間と工事工程の状況については、表 1-4-4 に示すとおり

である。 
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表 1-4-2 工事中における事後調査計画 

調査項目 評価細目 影響要因 
令和 

3 年度 

令和 

4 年度 

令和 

5 年度 

令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

事 

後 

調 

査 

大気汚染 

粉じん 

造成工事等、 

建設機械の稼働、 

工事用車両の走行 

 〇    

浮遊粒子状物質、

二酸化窒素 
建設機械の稼働    〇  

浮遊粒子状物質、

二酸化窒素 
工事用車両の走行  〇    

水質汚濁 浮遊物質量 造成工事等  〇    

土壌汚染注 1） 土壌汚染 施設の稼働     〇 

騒音 騒音 
建設機械の稼働  〇    

工事用車両の走行  〇    

振動 振動 
建設機械の稼働     〇 

工事用車両の走行  〇    

地盤沈下・ 

水象 
地盤沈下、地下水 造成工事等  〇 〇   

廃棄物・ 

発生土 
廃棄物、発生土 造成工事等 〇 〇 〇 〇 〇 

レクリエーシ

ョン資源 

レクリエーション

資源 
工事用車両の走行  〇    

温室効果ガス 温室効果ガス 
建設機械の稼働 ○ ○ ○ ○ 〇 

工事用車両の走行 ○ ○ ○ ○ 〇 

安全 交通 工事用車両の走行    〇  

環境保全対策 〇 〇 〇 〇 〇 

事後調査報告書作成 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 

注 1）令和７年度に施設の供用開始前の調査を実施する。 

注 2）網掛けは、本報告の対象年度を示す。 

 

 

表 1-4-3 供用時における事後調査計画 

調査項目 評価細目 影響要因 
令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

事 

後 

調 

査 

大気汚染 

二酸化硫黄、 

浮遊粒子状物質、 

二酸化窒素、 

ダイオキシン類、 

塩化水素、 

重金属類 

施設の稼働 〇 〇 

土壌汚染 土壌汚染 施設の稼働  〇 

騒音・ 

低周波音 
騒音、低周波音 施設の稼働 〇  

振動 振動 施設の稼働 〇  

悪臭 悪臭 施設の稼働 〇  

植物・動物・

生態系 
生態系 

土地又は工作物の

存在 
 〇 

環境保全対策 〇 〇 
事後調査報告書作成 － 第 6 回 

注）供用時における事後調査は、第 6 回事後調査報告書に全項目をまとめ、提出 

する。 
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表 1-4-4 事後調査の調査期間と工事工程の状況 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

実績

廃棄物・発生土

温室効果ガス

2023（R5）年度

工
事
工
程

調
査
期
間

試運転

緑地工事

調整池工事

外周市道工事

大気汚染

安全（交通）

造成工事

2021（R3）年度 2022（R4）年度

施設本体工事

2024（R6）年度

工
事
工
程

造成工事

施設本体工事

試運転

緑地工事

調整池工事

外周市道工事

調
査
期
間

大気汚染

廃棄物・発生土

安全（交通）

温室効果ガス

 
注）調査期間に示している項目は令和 6 年度に調査した項目である。 

 

注） 

注） 


